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中高校生世代の居場所とは

－ゆう杉並10周年記念祭から－

2 0 0 8 年 1 月 1 9 日の土曜日の午後、ゆ う杉並ゆうホール

にて、「ゆう杉並 10 周年記念祭」が開催された。ゆう杉並は、

19 9 7 年の秋に、中高校生世代の居場所 となることを目的と

した「児童福祉施設」として設立された。今回の記念祭では、

ゆう杉並 の 1 0 年 を振 り返る ス ライ ドシ ョーの あ と、パ ネ ル

デイスカ ッシ ョン 「ゆ う杉 並の これまで と これか ら －今 、中

高校生世代にどんな居場所が必要か」（コーディネーター＝

喜多）を開催し、設立当時の高校生でゆう杉並建設委員長で

あった高尾健一さん、ゆう杉並中・高校生運営委員会 O B の

浅野純さん、現役のゆう杉並中高校生委員会 （第 1 1期）の

メンバー山中里奈さんに集まっても らい、「ゆ う杉並の居場

所建設とわた したちがめざした企画運営・活動一居場所 とし

てなにが受け継がれるべきか」について語り合った。その後、

区の子ども会議である「ユースプロジ工ク トすぎなみ」代表＝

関原沙文さんや、保健福祉部 児童青少年課職員の方にも討論

にカロわ っても らい 、「ゆ う杉 並の これ か らと居場所 を考 える」

と題 して討論を行 った。ここでは、中高校生世代の居場所の

あり方について特徴的な発言や議論を紹介 していきたい。

■居場所づくりは ■‘自分 たちのまち’’づ くり■

もう3 0 歳 にな った高尾さんは、杉並区内のコンビニの店

長さん、ふらふらっとゆう杉並に立ち寄った際に顔見知 りの

喜 多 明 人 （早稲田大学）

職員から声をかけ られて、今回の企画に引きずり込まれたと

いう。地元の子どもがおとなにな ってもふらっと立ち寄るこ

とのできる場、いつか戻ってきたい居心地の良い場、それが

居場所なのかもしれない。彼は、中高校生のときに、学校が

終わった放課後、夜の塾との間の時間（午後 5 －7 時）が空い

てしまい、「三間」（さんま）の仲間と時間はあ ったけれど、た

まる場所がなかつたと述べ、ゆう杉並の設立の話に飛びつい

たという。多 くの地域・学校では、この 時間帯はほとんど

“スポーツ系部活管理”時間として “学校囲い込み”がなされて

いる中で、地域とのつなが りを大切にして生徒の居場所を確保

しよ うとした ところに杉並の地域性を感 じることができた。

実際、今回パネラーになった浅野さんやかつて地域の児童

館で育った小笠原さんは、杉並区職員となって地域を支えて

いる。また中高校生運営委員会の O B で伊藤 園に就職した元

委員長が、杉並区の児童館の自動販売機配置に尽力している

そうだ。ゆう杉並事業は、まちがいなく杉並を 「自分たちの

まち」と 自覚 してい く著 者群 を多 く生み 出 してき たといえ る。

■市民的パー トナーシップの創造■

高尾さんや浅野さんの話では、設立当初、ゆう杉並の運営

をめ ぐって職員と大喧嘩となったそうだ。理由は、施設の個

人利用時間が午後9 時までだったのが中高校生運営委員会の
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知らないうちに 「午後 7 時ま で」に変更されたことがきっか

けだという。そこでは中高校生運営委員会のゆう杉並運営に

おける意思決定参加へのこだわりがあった。また、中高校生

運営委員会は積極的に「地域交流会」を開催して、近隣住民

の苦情 （「たむろ」「騒音」など）の調整、地域との相互理解

を深める努力を してきた。それは、浅野さんいわく「自分た

ちの居場所は自分たちで守る」 という気持ちが強かったから

だとい う。

■わた したちにとって居場所 とは■

このほか、居場所のあ り方をめ ぐっては、「自分のや りた

いことが できる」（山中さん ）、と いった 自己実現 、 自己発見

▲立ち上げ当時の中高生委員、現役の中高生運営委員、
ユー スプロジ ェク トす ぎなみの メンバー をパネ リス トと して シンポジ ウム

の場という意見、「みんなで語 り合える場」（開原さん）、「語

り明かす場と して宿泊できる施設にしたかった」（浅野さん）

「 本のコーナーを復活させた。盗難が多く一度廃止されたが、

委員会で対策 を立て復活させた」（山中さん）などの意見が

出され た。 その な かで 、「自分 の や りた いこ と」 と い う意 味

合いの中には、「学校ではできないことがここではできる」

とい う発 想が含 まれ ていた こと に留意 したい。 そ こでは 、（》

学校を自分たちの居場所にしていく、という発想の希薄化の

問題 や 、（む学校 が禁 じた行為 を ここで は許 して いる とい う学

校側の警戒心についても調整 していくことが必要であろう。

▲ゆう杉並O B も集 い交流会 （写真提供 ：杉並区立 ゆう杉並）

建設委員会からの思いとこれまでをふりかえって

「 え ？ほん とに 自分 た ちの意見 が実現 す るの ？」 そんな 半 ぎ

信半疑の気持ちからはじまった建設委員会。職員や仲間と真

剣に議論した運営委員会の日々。ゆう杉並は、自分の意見で

何かを実現できるという実感と様々な人やものとの出会いを

私に与えてくれた場所で した。

ゆう杉並は、スタジオ・体育館・ ホール・工芸調理室など

を備えた一 日平均 2 0 0 人もの利用がある中高校生の活動、自

己実現の場として地域の中で重要な役割を担う、中高校生の

居場所です。開館から 1 0 年経った今もゆう杉並が、中高校

生の居場所であり続けているのは、建設や運営に当事者であ

る中高校の意見をきちんと取り入れる仕組みがあるからだと

思います。

建設委員会は、中高校生による自分たちのための居場所作

りであり、中学 1年生から高校三年生までの4 3 名のメンバー

の「夢を語る場」でした。委員会初日に行った現場見学は衝

撃的で、建設予定地は区民農園が一面に広がっており、ここ

に、ほんとうに自分たちの意見を取 り入れた建物が出来るの

か、半信半疑の念を抱きながらも、真 っ白なキャンバスに絵

を自由 に描 くよ うな、そ んな胸の 高鳴 りが あ りま した。

建設委員会では、「開閉式の ドームのあるプール」や 「プ

ラネ タ リウム」な ど自由に思 いつ くまま に、楽 しみな が ら意

見を出 し合い ま した。 その後 、 自由 に意見 を出 しなが らも実

醒
生と優先順位を考え、自分たちの意見を整理 して素案をま
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浅 野 純 （中高生委員会O B）

とめ、大人への提言がなされました。

建 設委 員会で話 し合 われた コ ンセプ トが うま く反映 され た

場所の一つに「ロビー」があ ります。「ロビー」はどの部屋に

も通 じる部屋として、利用者の誰もが集い、交流できるスペ

ースと して発案 されま した。 これは、「一人」だ けが楽 しめる

施設でなく、「みんな」で楽 しめる施設になっていってくれた

らという建設委員の想いからでした。「スタジオ」や「体育館」

といった部屋へのニーズが高い一方、どの部屋にも通 じる場所

を作って、それぞれの利用者が交流できるようなスペースをつ

くりたいという意見が出たのは、新たな出会いや発見を求める

建設委員会ならではのことだったのではないかと思います。

建設か ら 1 0 年。建設委員会で話 し合われたことが、現在

のゆう杉並で、実際の施設や運営に生かされ、中高校生の 自

己実現の場として重要な役割を果た していることは、ほんと

うにうれ しい限 りです。 ゆ う杉並 の建 設や運 営にか かわ る中

で、自由 に意見 を言 い合 った り、まとめた り してい く行 程 は、

本当に楽 しく、自分にとって居場所の一つで した。「自分の

意見でなにかを変えることができる」ことを実感できたのは、

ゆう杉並 があ ったか らにほかな りません。

ゆう杉並は、常に新 しい中高校生の意見を取り入れなが ら、

成長を続ける居場所です。今後も、中高校生が主役となって、

一つ一つ想いを実現して、さらに充実 した居場所にな ってい

つてほ しい と思 います。



「 子どもにふさわ しい世界」の実現は

一国連子 どもの特別総会フォローアップ会合－

ニューヨークで国連子ども総会 （2 0 0 2 年5 月 ）が開催さ

れ、成果文書 「子 どもにふさわしい世界」が採択されてから

間もなく6 年 が経つ。「子どものために、かつ子どもとともに

世界を変えていく」という各国首脳の決意はどの程度実現さ

れたのか。それを振り返るための会合が、2 0 0 7 年 12 月 1 1

～1 3 日、ニ ュー ヨー クで開催され た。

会合の正式名称は「子ども特別総会の成果のフォローアッ

プについても っぱ ら取 り扱う高級 レベル全体記念会合」。次

の2 つの テーマで ラウン ドテー ブル を開催 し、最終 日の 13 日

には「子どもにふさわしい世界＋5 」宣言文を採択 した。

○健康的な生活の促進および川∨／A ID S との闘い

○ミレニアム開発目標達成の鍵 としての、かつ虐待、搾取お

よび暴力から子 どもを保護する第一線としての良質な教育

の完全普及

前回に比べれば人数は少ないものの、会合前に開催された

「 子 どもフ ォーラム」 には5 1か国か ら9 3 人の子 どもたち （1 1

～18 歳）が集ま り、全体会合 にも活発に参加 したとい う。

進展と課題

今回の振 り返 りに向 けて、ユニ セ フは 1 2 月 1 0 日に 『子 ど

もたちのための前進第 6 号－－ 「子 どもにふさわ しい世界」

統計 レビュー』を発 表 した。そ の前 日には 、子 どもたち のメ

ッセージ集『わ た したち にふさわ しい世界 』も発表 している。

確かに、多くの分野で前進があった。全世界の 5歳未満児

年間死亡者数が 2 0 0 6 年 には9 7 0 万 人となり、史上初めて

1 0 0 0 万人を切ったことはその象徴である。初等教育相当年

齢で学 校 にい って いな い 子 ども の人 数 も 1 億 人 を切 り

（ 2 0 0 5 ～0 6 年で9 3 0 0 万人）、児童労働に従事する子ども

の人数も2 0 0 0 ～0 4 年にかけて 1 1％減少した。

しか し、依然 と して子 どもたち の状況 は厳 しく、と くにサ

ハラ砂漠以南のアフリカや南アジアの子どもは各分野で十分

な権利を保障されていない。世界的にも、 H lV ／ A 旧 S の問

題はなお深刻化 してお り、また依然として3 億人近い子ども

たちが虐待・搾取・暴力の状況下に置かれている。
このような状況を改善するため、国連子ども特別総会に参 篭

加した各国 は 「子 どもにふ さわ しい世界 」を フ ォローア ップ 召

するための国別行動計画の策定に同意 した。 しかし国連事務 童

総長の報告によれば、2 0 0 6 年末の段階で策定作業を完了 し …

たのは約5 0 か国 にすぎない。

先進国でも、特別総会 に参加 した 3 5 か国中、国別行動計 量

画を策定 した国または策定中の国は約 2 1 か 国のみである。

平 野 裕 二（ARC代表）

日本はこれに含まれていない。

子どもの権利を基盤とした協働

「子どもにふさわ しい世界 ＋5 」宣言は、「子どもにふさわ

しい世界を創造するためにさらに努力をするという政治的意

思」 をあ らためて確認 し、最後 に次の ように述べて いる

（（財）日本ユニセフ協会仮訳、一部表記を修正）。

「5 ．‥‥・・われわれは、子どもや若者の意見を歓迎するとと

もに、今後も、彼 ら自身が影響を受ける事項が決定される過

程において、年齢や成熟度にふさわ しい形態で子 どもたちが

参カロする ことを強 く後押 しする 。

6 ．‥…・われわれが立案・実施する政策や施策は、子どもは、

子ども自身が安心できる家族に支え られた環境の中で育てら

れるべ きであ るとい うことを念頭 に、親 や家族 、法定 の里莱臥

その他の形態の保護義務者、そして一般社会全体が、それぞ

れの責務を果たせるよう促すものでな くてはならない。子ど

もの生存や保護、発達を保障する子どもの権利の実現を優先

課題 とする こと は、全て の人々 に とって最 も望 ま しい （状況

を創る）ことでもある。われわれは、一致団結 して、全ての

社会において子どもの福祉を確保するという共通の 目標の早

急な実現を目指す」

「少子化対策」でも「健全育成」でもなく、「子どもの権利」

を基盤 と した 協働 を進 めな が ら 「子 ども にふさ わ しい 日本 」

を築き上 げ てい くことが求 め られる。 そのた めに は、国際 公

約である国別行動計画の策定と、子どもの権利の視点 に立 っ

た政策調整を行なえるようにするための機関の設置が不可欠

である。

＊ユニセ フ 『わた したち にふさわ しい世 界 匡I連子ども特

別総会で子どもたちが発信 したメッセージ ：あれから5 年』

（ 財）日本ユニセフ協会訳
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上越市

「子どもの権利条例」制定の見込み

小中高生の提案も加味

上越市の木浦正幸市長は 「市子どもの権利条例検討委鼻会

（委員長、若井弥－・上越教育大学教授）」の答申を受けて、

2 月2 7 日い じめや虐待から子どもたちを守る「上越市子ども

の権利に関する条例案」を 3 月市議会に上提 した。市内の小

中高校生で構成する 「子 ども会議」からの提案も加味したユ

ニークな内容。 3 月 3 日に厚生常任委員会で通過 したので本

会議でも承認の見込み。施行は4 月 1 日の予定。

上越市で条例が制定されれば、新潟県内で最初の自治体と

なる。上越市は9 7 年3 月に「人権を尊び部落差別などあらゆ

る差別 をな く し、明 るい上 越市 を築 く条例」を制 定 して いる。

さらに市民意識調査結果を踏まえた「人権総合計画」・「実施

計画（推進プラン）」を策定 し、就職差別をな くするための

「 統一応募用紙」も採用するなど、人権のまちづくりに積極

的に取 り組 んで いる。 このよ うな人権 尊重 の まちづ く りの中

から条例制定の気運が盛 り上がったものであり、他の自治体

に大きな影響を与えるものと思われる。

「 子ども会議」を設置し子どもたちからの提案を織 り込む

上越市長の諮問機関 「市子どもの権利条例検討委員会」は

0 5 年 7 月から条例素案の作成に取 り組み、「子どもの考えを

知るための学校訪問」や「子どもの権利を考える市民フォー

ラム」 を開催 し、0 6 年度 内の提案 を計画 して いた。 しか し、

子どもたちの意見を反映 した条例案とするため、子どもたち

で構成する 「子ども会議」を設置 し、条例素案に子どもたち

からの提 案を織 り込 む ことに した。

「 子ども会議」は5 回開催され、条例の主役である子どもたち

が、自身の権利について話 し合い、その結果を「提案書」と

してま とめ、0 7 年6 月 2 3 日、木 浦市 長 に提出 した 。市長 は

「 子どもの権利条例の制定 はもとより、今後の子どもの権利

に関するさまざまな取 り組みに子ども会議での意見を大いに

活か していきた い」 と表明 した。

条例案は前文と5 章 2 3 条で構成。子どもの定義を「 18 歳

未満」とし、親権を有する家族や里親などを 「保護者」と定

義。さまざまな差別や虐待、い じめから子どもを守ることを

「 基本理念」に据えている。

条例の目的として、子どもの権利の内容を明 らかにすると

ともに、子どもの心身の健やかな成長を地域社会が支援 し、

もが安心 し、自信をもって生きることができる地域社会

子どもの権利条約 第 91号・ 200 8年 3 月 15 日号
ぽ

高 山 弘 （新潟県人権・同和センター事務局長）

の実現に寄与することをあげた。

条例案には 「子ども会議」でまとめ られた 「提案書」をも

とに、（D 子 どもが自らの可能性を信じ、自身の成長のために

努力する。②子どもが自らの権利を自覚するとともに、他の

人の ことも思 いや り尊重 す る、の 2 項 目も盛 り込 ん だ。 さ ら

に、子どもが自らの権利を理解することができるよう、その

権利を知らされることが保障される「知 らされる権利」も入

れた。教育関係者 に対 しては、「いじめ、虐待」の早期発見

と子どもの救済に取り組むことを求めた。

また、「子どもの権利基本計画」の策定と「市子どもの権

利委員会」の設置も義務づけた。

市子育て支援課では4 月 1 日施行後 は「市子どもの権利条

例」の普及啓発と「子どもの権利基本計画」の策定に向けた

検討 を行 な うことに して いる。

若井委員長は 「子どもたちの思いが伝わる良い条例案が作

れた」と語った。

′
′

l

＼

淵研
い
仙l

′
′
′

′



名張市

条例施行と子ども救済委員会の始動

名張市子ども条例が平成 19 年 1 月に施行されてか ら1年が

経過 しま した。

この条例は、名張市で初めての議員発議により制定されたも

のです。

平成 1 5年 1月に議員有志で研究会を立ち上げて、勉強・意

見交換・先進地視察を重ね、条例案はでき上がったものの、

その後においても議会内調整で相当な時間を要 しま した。平

成18 年 8 月 には私たち議員の任期が切れることもあり、何と

してもそれ まで にこの条例 を制定 した いとい う思い の中 、や

っとのことで改選前の 3 月議会において、全会一致で名張市

子ども条例を制定することができま した。同年 4 月の市長選

後の8 月 、庁 内に本条 例 にかかわ る 関係部署 の プロ ジ 工ク ト

チームが設置されましたが、担当者は職員自らが積み上げて

きた条例 ではな いこ ともあ り、その推進 にはかな りの苦 労が

あった と察 しています 。

今現在、名張市子ども条例が、具体的な施策を伴 って実施

されている状況を目の前に して、私自身、当時の悪戦奮闘を

なつか しく思 い出 し、感 慨深 い思い にひた ってい る ところで

もあ ります 。

この条例の目玉といえる子どもの権利救済委員会は、平成

1 9 年7 月に設置され、子どもの権利救済委員に弁護士・大学

教授 （臨床心理学）・元保護司の 3 名が委嘱されました。こ

のことに先立ち4 月 には相談窓口に相談員 1 名 が配置されま

したが、当初、相談はほとんどない状況でした。相談員が小

中学校、関係機関に相談窓口の周知・説明に回つたり、児童

生徒全員に、子ども条例の啓発リーフレットや相談窓口を周

知させる相談カー ドの配布をした結果、子どもや親からの相

談が少 しずつ増え、平成 2 0 年 1月現在で延べの相談件数が

7 5 件 とな りま した 。内容 につい ては 学校生 活 上の こと、家

庭のこと、自身のことなど多岐にわたっています。養育困難

家庭の相談、虐待の疑いがある子どもの安否確認と継続して

関わ っているのもあ りますが、現在のところ権利救済委員会

へつな ぐ事例は出てきていない状況です。

昨年 1 1 月には本条例に定められた子ども権利委員会が設

立され、現在、「子どもの健全育成に関する基本計画」を作

成しているところです。また、小中学生を対象 に子どもの権

利に関す るアンケー ト調査 を実施 して います 。今後 、 この ほ

か名張市の子 ども条例に定められた様々な施策の検討が進め

られ ます。

条例作成段階で私たちは、現場 に出向き子どもたちや、市

民・教師との意見交換会を考えていましたが、実際にはこれ

らの ことが何も できな いまま に条例制 定 とな りま した。 その

藤 島 幸 子 （名張市議会議員）

分これから取り組む課題が多くあると考えています。私たち

は、子どもの幸せを願い、情熱を持って諸施策 に取 り組んで

いる担当職具に感謝 しつつ、今後とも私たち議員の子どもと

もいえる名張市子 ども条例への取 り組みを しっか りと見守

り、本条例をさらに進化させていかなければならないという

思いを新 たに して いると ころです。
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当初の役割を終えた

「札幌市子どもの権利条例」検討会議

佐々 木 一 （札幌市子どもの権利条例制定市民会議事務局長）

1 ．札幌市子どもの権利条例制定市民会議（略称 ：こどけん）

について

札幌市子 どもの権利条例制定市民会議 （以下 ：こどけん）

は、2 0 0 5 年 4 月に設立され、

統一地方選挙 （2 0 0 7 ．4 ．8 ）の際には市長選挙 と市議会議

員選挙の立候補予定者に「子ども施策」（子どもの権利の位

置付け・いじめ問題）に関して公開質問を行い、その回答を

H P 紹介 して市民の投票判断の一助にしてもらいま した。（1）

再度 「子どもの権利条例」の制定を公約に掲げた上田文雄市

長が再選された後、子どもにとってより良い 「札幌市子ども

の権利に関する条例」の制定をお願い したい、と要望書を提

出しま した。（2 0 0 7 ．5 ．1 7 ）

1．子ども委員や市民からの公募委員を含む検討委員会が設置

されること。また、検討委員会と緊密な連携を取る、子ど

もだけで構成される子 ども委員会の設置も必要です。

2 ．前回の最終答申とかけ離れた審議をせずに、スピー ドアッ

プを図るためにも、前回の検討委員が相当数継続 して検討

委員になることが必要です。

3 ．前回の条例案にあ った附則第 2 項の救済制度を速やかに設

ける規定は喫緊の課題です。今回は、時間をかけて十分に

審議を尽くし、条例本文中に救済の制度設計を位置づける

ことが必要です。（後略）

昨年の第 1回定例市議会で、条例案が可決されるべ く、市

議会で「陳情」を行い、本会議では賛成少数で末採択・否決

という残念な経験をしつつも、諦めずに条例案の可決を応援

すべく、全 1 2 回に及んだ検討会議の全てを傍聴して来ました。

今回は市民団体としてのこどけん事務局長と して、前回の

「 札幌市子どもの権利条例制定検討委昌会」（以下 ：検討委員

会）と比較 しなが ら、検討会議の進捗状況を報告 したいと思

います。（ちなみに、私は検討委員会の公募委員で起草委員

を担当 してい ま した。）

2 ．検討委貴会 （2 0 0 5 ．4 ．2 8 ）と検討会議（2 0 0 7 ．8 ．2 7 ）

について

検討委貴会の広範な活動を受けて条例素案が作 られ、パブ

リックコメン トがなされ 、多 くの意見 （3 5 0 4 件 ）が寄 せ ら

れた ところま では、本 ニ ュースN o ．8 5 （2 0 0 6 ．1 0 ．1 5 ） に

報告されている。「小林勇樹氏」（北海道大学大学院）なお、

その後の条例案の否決に至る経緯に関しては、研究者として

の彼のブログで詳細に報告されているので譲ります。（2）

検討委員会がいわゆる既存の「審議会」の枠組みを超えて、

各委員によって主体的に調査・検討された事柄で激論を闘わ

せながら到達 した 「最終答申」は「救済制度の設計」に関 し

醒
ま不十分であるとの指摘を免れることは出来ませんが、そ

子 どもの権利条約 第 9 1号・ 200 8年 3 月 15 日号

れ以外の部分は一定程度満足出来るものだと自負 しています。

しか し旧態依然とした子ども観を持ち、子どもを保護の対

象としてしか捉えられない人たちには許容出来るものでは無

かったのです。ですから、市議会では反対議員か ら「検討委

鼻会のメンバーに偏 り（思想）が見られる」との発言があっ

た際に は唖然 と しま した。

検討会議の設置要項では 1 5人選任出来るにもかかわらず、

1 2 人 しか委嘱されていません。公募委員は若い3 人で、子 ど

も委員は 1人も含まれていません。（別途、子 ども委員会も設

置されませんでした） こどけん会員も含めて沢山の市民が応

募しま したが、全て落とされま した。前回の検討委員は誰一

人再任されず、（私も応募 しましたが落選です）全て改選さ

れました。つまり、前記こどけんの要望書は全 く無視された

とい うことです。

検討会議には、反対議員から強 く要請されていた小学校長

会と中学校長会の代表が2 人委嘱されましたが、彼 らは 「権

利条例」の権利が突出しないように「義務・保護・育成」な

どの観点の重要性が主張し、条例の名称に関わって何度も発

言を繰 り返 しました。答申書にその意見は通 らなかったので

すが、検討会議の象徴的な儀式のように感 じました。

次に「救済制度の設計」に関 して委員が自分の意見を述べ

るのでは無く、分か らないことは全て事務局に説明を求める

のです。検討会議委員長が議長を務めるのですが、「ここは

事務局、どうですか。」と事務局に説明を求める会議の進め

方が象徴的でした。今年に入ってから公募委員が独自に自分

たちの 意見 をま とめ て提 出 しよ うと した 際 に、事務 局が かな

り抵抗を示 したことも印象的です。その第 1 0 回検討会議 に

は、公募委員二人が会議に一部参加出来ないという不測の事

態も生 じて しまいま した。（2 0 0 8 ．1 ．1 6 ）

以上、検討会議の議論の詳細は子ども未来局のH P でご覧

下さ い。（3）検討 会議 の答 申書 は上 田市長 に提 出さ れ、

（2 0 0 8 ．2 ．1）その後、第 1 回定例市議会で説明され、現在

パブ リ ック コメ ン トが実 施さ れ てい ます 。（2 0 0 8 ．2 ．2 8 ～

3 ．2 8 ）多くの後退もありますが、権利条例の名称を買いた

ことと、救済制度の設計をな したことは評価 に値するものと

思います。

（1）札幌市子 どもの権 利条例制定市 民会議（こ どけん）H P

http ：／／W W W ．n e．jp／a s ah i／S aP P O「0／kod o m o n oke n「ijyo u

「 e i／

（2 ）小林勇樹氏 ブ ログ

h t t p ：／／b to g ．1iv e d o o「．jp ／fu tu「e ＿fo し C h itd「e n 2 ／

（3）札幌市子 ども未来局H P

http ：／／W W W ．C ity ．s a p po「0 ．jp ／ko do m o ／ke n「i／



2 月23～24 日、東洋大学 （東京・文京区）で、子どもの権利条約総合研究所・「子どもの人権」研究会・児童福祉法研究会の主

催に よる「ファーラム子 どもの権 利研 究 2 0 0 8 」 が 開催 されま した。

日韓共同研究 「子 ども相 談の現状 と課題一子 どもの安心 を支 える条件の解明」では、国 レベル で独 自の相談機 関の長 である李

培根博士 、 さらに韓国・子 どもの権利学会会長で小児精神科医の草分 けである安東賢教授 や子 ども学の専 門家である金敬嬉教授

を招 き、子 どもにかかわる緊急の課題の一つである子 ども相談の制度 と実践 について、 日本 と韓国 での取 り組 みの総合的 な研究

がお こな わ れ ま した。

シンポジウム「子 ども関係法の 『改正』 と子 どもの現場一岐路に立つ子 ども政策」 では、教育、福祉 、少年 司法 をめ ぐる「法

改正」 と「子 どもの現場」の実践 的、総合的 な検 証がおこなわれま した。

「フォー ラム子 どもの権利研 究 2 0 0 8 」の内容 は、子 どもの権利条約総合研究所発行 の 『子 どもの権利研 究』13号 （2008

年7 月刊行）に収録 されます。希望 される方 は、下 記までお問い合 わせ ください。

問い合わせ ：子 どもの権利条約総合研究所 TE L／棚 0 3 － 5 2 8 6 － 3 5 9 5 （早稲田大学文学部 1 5 7 6 研究室）

E－M ail n叩J 陀＠ni吋．00 m

子ども支援の相談システムを求めて

一韓国青少年相談院の取 り組みを中心 として－

1 ．韓国における青少年相談事業の展開

韓国において、児童 （子 ども）は 「1 8 歳未満の者」（児童

福祉法）とされ、青少年は「9 歳以上2 4 歳以下の者」（青少

年基本法）と定められています。韓国における国レベルの青

少年政策は青少年基本法 （1 9 9 1年 1 2 月公布、2 0 0 4 年 2

月改正）をベースにしています。青少年基本法制定の背景に

は、当初、学校におけるい じめや不登校などが社会問題化さ

れ、学校を離脱 した者に対 して、社会的に対処できる仕組み

が必要との議論がありました。その後も学校になじめない子

どもの問題 （学業不振、い じめ、学校内暴力、中退など）や

青少年非行 （家出、暴力、性的暴力、薬物乱用、喫煙など）、

インターネッ ト中毒、自殺など青少年におけるさまざまな事

象が注目されています。

青少年相談事業の歴史をさかのぽると、 1 9 8 0 年代には、

これまで学校を中心に展開されてきた青少年相談が、勤労青

少年、非行青少年、身よりのない子どもにまで対象を拡大 し

ていきま した。 1 9 9 0 年代 には青少年基本法の制定によ り、

青少年相談院が中心となって青少年相談事業を行うことが明

記され ま した。

半 田 勝 久 （東京成徳大学）

2 ．青少年相談院の事業内容

それでは、青少年相談院の行う青少年相談事業の内容はど

ういったことなので しょうか。まずは、青少年相談関連政策

の研究開発です。青少年相談士とい う資格制度の運営や研

究・教材開発などを行 っています。第 2 に、青少年相談技法

の研究および相談資料の作成・普及です。これにともな って、

学術雑誌や事例集など多数の刊行物を出しています。第3 に

相談員の養成および研修です。青少年相談士の研修や、同世

代の青少年を支援できるピアカウンセラーの養成にもたずさわ

っています。第4 に、市・道に設置されている青少年相談支援

センターおよび市・郡・区に設置されている青少年支援センタ

ー運営の指導および支援を行っています。第5 に、そうしたセ

ンターを中心にしながら、青少年相談機関のネッ トワーク形

成・支援を行っています。第 6 に、子育てのための親教育プロ

グラムの研究・開発をしています。第 7 に、学業を中断 して

いる青少年関連事業に関する指導および支援を行 っていま

す。第8 には、集団相談、電話相談 、個人相談、心理検査、

サイバー相談など多様な相談サー ビスの提供を行 っていま

す。他には、青少年相談の広報などにも力を入れています

子 どもの権利条約 第 9 1号・ 2 008 年 3 月 15 日号
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3 ．青少年相談の9 つの領域

青少年問題は多種多様です。そ こで、青少年相談院では、

次のように青少年問題を9 つの領域に分類 してきました。

（ か家族領域 ：親子関係、夫婦不和、虐待／放任など

②非行領域 ：家出、暴力、飲酒／喫煙など

③学校領域 ：学業態度／学習興味、注意散漫／集中力不足、無

断欠席／登校拒否など

④進路領域 ：進路情報不足、進路葛藤など

⑤性領域 ：性関連知識不足、性衝動、性暴力など

⑥対人関係領域 ：い じめ、友人関係、異性交際など

⑦性格領域 ：消極性、攻撃性、依存性など

（ む精神健康領域 ：うつ／無気力、不安など

⑨生活習慣生活習慣／態度領域 ：パソコン／インターネッ トの

過多使用、浪費癖など

4 ．青少年相談士について

青少年相談院では、相談員養成のため 「青少年相談士」と

いう国家資格制度を設けています。試験は筆記試験と面接で、

合格者には 1 0 0 時間の研修が課せられます。この研修は厳格

に実施されていて、 1 時間以上遅刻すると合格が取 り消され

るほどです。青少年相談士は学歴や経験 に応 じて 1級か ら3

絞まで分かれています。 1級 は 、カ ウンセリング関連の博士

号を有するか、同様の修士号を有 し4 年の臨床経験がある者、

それと同等の資格を有する者を対象としています。運営・政

策・行政・法に精通 してスーパーバイザーとなれるレベルで

す。2 級は、同様の修士号を有するか、準学士号を有し5 年

以上の経験がある者、またはそれと同等の資格を有する者と

し、実務・ カ ウンセ リング・ 間置喜領 域別の相 談技 法、ネ ッ ト

中毒、性、青少年文化論などに精通 した相談の実務者レベル

です。 3 級は 、子 ども とど うつき あ うか とい った 、教師・ 学

生・ ボラ ンテ ィア レベ ル です 。2 0 0 3 年 よ り 1 年 に一度4 月

に国家試験を実施 し、2 0 0 7 年 までの 5 年間で計2 ，1 2 2 人 を

認定 して います 。

認定後は任意参カロで年 1回の研修 （合格 した年 0「次年度）

が提供 されます。青 少年支 援セ ンター （ホ ッ トライ ン 1 3 8 8

窓口）などの職員は「青少年相談士を～人以上配置しなけれ

ばならない」などと規定されています。今後は、学校や軍隊、

少年院などでも青少年相談士 を活用する方向で進めていま

す。最近は、学校の教師も資格を取得 しようとする動きもあ

りま す 。

青少年相談士には守秘義務が課せられ、緊急の安全に係わ

ることに関 しての み教師 に報告 してい るよ うです。 2 0 0 5 年

より、2 級 の資格を有する者 1，2 0 0 人を学校に配置 しました。

2 0 0 6 年 も継続実施 し、教師とは違うと生徒から人気が出て

いるよ うで す。

5 ．地域社会青少年統合支援ネットワークの構築・運用

2 0 0 6 年 よ り地 域社会 青少 年 統合支 援 ネ ッ トワー ク

（C o m m u n ity Youth Safety Net）が構築されました。こ

れは、行政区域内の青少年関連機関・施設の相互連携のネッ

トワー クで 、ホ ッ トライ ン 1 3 8 8 窓 口を 活用 して 2 4 時 間の

青少年危機対応システムを担っています。2 0 0 8 年 1 月現在、

蛙
道に 1 7 の青少年相談支援センター、市・郡・区に 12 7

子どもの権利条約 第 9 1号・ 2 008年 3 月 15 日号

の青少年支援センターがあ り、これらが中心とな って運営さ

れています。ネッ トワークの基本理念は、統合性、即時性、

便利性、持続性、責任性であり、需用者中心のサービス提供

を行っています。さ らには、これまでの来談者を待つ方式か

ら、専門家の支援が必要な青少年のところに、直接訪問し支援

する活動 （ユー ス・ コンパ ニオン）を採 用することとな りま し

た。C Y S －N e tの2 0 0 7 年 1 月から 12 月までの問題類型別統計

をみると、学業・進路（2 2 ．9 ％）、逸脱・非行 （ 14 ．9 ％）、対

人関係（ 13 ．5 ％） が多 く、パ ソ コン・ イ ンターネ ッ トの 問王頭

（ 6 ．8 ％ ）もこれ までと比較する と増加傾向 にあ ります。

6 ．相談方法について

2 0 0 7 年の相談方法をみてみると、集団相談 （6 9 ．2 ％）、

電話相談（1 1．1％）、個人相談（9 ．4 ％）、心理検査（8 ．6％）、

サイバ ー相談 （0 ．5 ％ ） とな ってい ます。 こ こで注 目 したい

のが、集団相談の比率の高さです。集団相談とは、テーマ毎

に募集を して、関心ある人たち 7 －8 人で相談を受けるとい

った形式が採 られているようです。青少年相談院の方針とし

ても、今後集団相談が強化されるべきであるとしています。

サイバー相談 に関しては、割合は少ないもののメール、掲

示板、 チ ャッ ト、 ウ ェブ心 理検査 を行 ってお り、 これか らは

サイバー相談の需要がますます高まっていくと推測されます。

まとめにかえて

青少年相談の課題も指摘されています。青少年相談院の李

培根 （イ・ペグン）院長によると、①青少年相談は問題相談

から適応相談に変わ らなければならない、（a 従来のカウンセ

ラー中心の相談から需用者中心の相談に変わるべきである、

③予防に重点をおくべきである、④早期介入が重要である、

⑤学問としての相談学の成立が必要である、⑥青少年相談学

会が活性化されるべきである、（∋青少年相談の養成と教育が

専門化されるべきである、などと課題を挙げています。こう

した課題をもとに、韓国において今後どのように青少年相談

が展開 されてい くのか注 目 していき たいです 。

参考文献・H P など

・李培根 「青少年カウンセリングの現状 と課題」、フォーラ

ム子どもの権利研究2 0 0 8 レジュメ・資料集、2 0 0 8 年

・内閣府政策統括官（共生社会政策担当）「ユースア ドバイザ

ー（仮称）の研修・養成プログラムの開発に向けた調査研究

報告書」、2 0 0 7 年

・独立行政法人 国立オ リンピック記念青少年総合センター

「韓国の青少年教育施設に関する調査報告書」2 0 0 4 年

・青少年相談院H P

h t t p ：／／W W W ．k y c i．0 「．k「／e n g ＿y O U t h ／e －k y c i．h t m l

＊本稿は、平成 18 －2 0 年度科学研究費補助金基盤研究 （B ）「国 ・

自治体等及び国際社会における子どもの安心・安全と救済制度 に

関する 日韓共同研究」（課題番号 1 8 3 3 0 1 2 9 研究代表者 喜多

明人）における調査結果を基にしています。本調査にあたり金桐

旭氏（韓国モニタリングセンター研究員）、朴 志允氏 （東洋大学

院生）、大河内彩子氏 （早稲田大学大学院）には資料の提供や翻

訳など大変お世話になりました。



私たち抜きで私たちについて語るな

～李 亮喜 さん（国連・子どもの権利委員会委員長）講演～

当フォーラムには国連・子どもの権利委員会の委員長を務

める李 亮害さん （成均館大学教授）も参加 し、 2 3 日夕刻に

特別講演「子どもの権利をめぐる国際動向と子どもの権利委

員会」を行なっている。講演では、子どもの権利条約の概要

と特徴、委員会の活動状況、国連で進められている条約機構

改革等の動向、障害児・者をめぐる国際的進展など多岐に渡

るテーマが取り上げられた。

李さんは、子どもの権利条約の原則のなかでももっとも理

解されてお らず、無視さえされている原則がいくつかあるの

ではないかとして、次の3 つを挙げた。

○子どもの最善の利益の原則 （3 条）

○子どもの発達 しつつある能力の原則 （5 条）

○子どもの意見の尊重の原則 （12 条）

とりわけ李さんがその重要性を強調 したのは、 1 2 条を中

心とする条約のさまざまな規定によって保障されている「子

どもの参カロ権」 である。

障害児教育の専門家であり、「障害のある子どもの権利」に

関する子どもの権利委員会の一般的意見9 号 （2 0 0 6 年）の

起草でも中心的役割を担 った李さんは、障害者運動のなかで

用い られてきた 「私たち抜きで私たちのことを語るな」（D o

N o t Speak About Us Without Us）というスローガンは

子どもについても当てはまると指摘 した。そのうえで、子ど

も参加を成功させるための鍵として次の5 つを挙げている。

○子どもたちは、その発達しつつある能力に したがって協議

の対象とされ、また情報を提供されるべきである。

○（子ども参カロの）出発点は、その子 どもの発達 しつつある

能力に応じて異なって くる場合もある。

○参加する子どもの選抜は、できるかぎり民主的に、かつさ

まざまな子どもが代表されるような形で行なわれるべきで

ある。

○参加の最終目標は、おとなとのパー トナーシップにもとづ

きなが らも、子 ども たちが イニ シアチ ブを と り、方 向性 を

決 め られ るようにす ると ころに置かれ るべきで ある。

○子どもは自分の言語で意見を表明できるようにされるべき

である。

もちろん、障害のある子どもが意見表明・参加を保障され

るようにするための取 り組みも進め られなければな らない。

この点については、李さんが講演の最後に触れた障害者権利

条約 （2 0 0 6 年 1 2 月）でも、障害児には意見表明にさいし

て「障害及び年齢に適した」支援を提供される権利があるこ

とが定められている（7 条 3 項）。

平 野 裕 二 （子どもの権利条約総合研究所代表）

子どもの権利委員会は 2 0 0 6 年 9 月、「意見を聴かれる子

どもの権利」についての一般的討議を開催 し、5 8 パラグラ

フの勧告を採択 した。現在、これをもとに一般的意見の作成

作業が進められており、 2 0 0 8 年 5 月 には一般的意見 1 1 号

として採択される見込みとのことである （他に 「先住民族の

子ども」や「子どもの最善の利益」 についてもー般的意見の

起草作業が進められていることが報告された）。

一般的意見 1 1号が採択されれば、子どもの意見表明・参

カロ権 についての理解 を深め るうえで有益な文書となろう。

なお最近、委員会による定期報告書審査プロセスヘの子ども

参加 を 進 め る さ い の ガ イ ドラ イ ン を国 際 N G O が 作 成 した

（ 肋 〟d ∽s わ∩，C ／1／／d 佗∩∂S C／7∂ng e ∂g e n は ■G u ／d e／／n e s

′b r c／1／／dp∂rf／C／p∂f／0∩／n perわd／C rePOrf／ng on帥e

C（フ∩＞e n 如 n o n 帥e 月唐加 S O f 帥 e C ／1／／の。N G O も子ども

参加のあり方をみずから検証していく必要がある。

子どもの権利条約 第 9 1号・ 20 08年 3 月 15 日号

』
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「なんで戦争なんかするのよ ！」「やめればいい じやん ！」

口々 に憤 りがほ とば しり、部屋 の中は熱気 でム ンムン。

1 月 2 3 日 （水）、ボタン雪の舞う寒い一日、海区立新橋児

童館で 出前 ワー クシ ョップが 開かれ ま した。 冒頭 に紹 介 した

のはその時の－こまです。

子どもの権利条約ネッ トワーク（以後、 N C R C ） では、今

年度の活動方針に沿って子どもを対象にした企画を改めてス

ター ト しま し た 。 罠喜し て 「出 前 ワ ー ク シ ョ ップ 」。 子 ど も の

集まると ころ にN C R C の スタ ッフが 出向き 、子 どもに直接子

どもの権利 条約を届 けよ うとするもの です。

この 日は 「食 べ物 はど こか らくるの ？～チ ョコバ ナナ ク レ

ープ を作 りな が らい っ しょに考 えてみ よ う ！～」 とい うタイ

トルで 開催 しま した 。友達 と一緒 にチ ョコバ ナナ ク レー プを

作る、 と い う ワー ク シ ョ ップを 通 じて 、 自分 や 友達 の い の

ち・ くら しが 世界 と どの よ うにつな が って いる のか を感 じ、

考えよ うとい うね らいです 。

雪の 日にも かかわ らず この 日集 ま ったの は、学童 クラ ブ児

を中心に小学 1 ～6 年生までの男女 1 1 人。エプロンに≡」角巾

姿で集 ま って くれ ま した 。

は じま りはケ ンち やん 、 リコち やん 、も んきち くん、博 士

が登場する人形劇 「子 どもの権利条約 ってな～に ？」。この

時点 で子 ど もたち は既 にノ リノ リです 。 グルー プ に分 かれ 、

「 クイズ に答え て チ ョコバ ナナ ク レー プの材 料 をゲ ッ トしよ

う！」 とい う課題 に挑戦 です 。クイ ズの問王誼は小麦 、チ ョコ

レー ト、バ ナナ はど こか らきた かを世 界地 図や地球 儀 を使 っ

てみ んなで相 談 します。答 え をポス トイ ッ トに書 き、大 きな

世界地図に張ると材料を手 に入れることができます。さて、

いよいよ ク レー プ作 りで す。バ ナナ を手 分 け して切 り、ク レ

ープを一 人一人焼 き、 トッピン グ して出来上 が り。

「いっただきま～す ！」と、出来上がったクレープを頬張

りな が ら、クイズの 答え をみん なで シ ェア ー しま す。小麦 粉

は「韓 国」「マ レーシア」

＝）、バ ナ ナ は 「フ ィ

リピン」「マ レーシア」、

チョ コ は 「 ガ ー ナ 」。

「 だ って、 ガーナチ ョコ

つて ある じやな い ！」。

ところで この 日使 った

材料は、小麦粉は北海

道産、バナナ はエクア

ドル 、チ ョコ シロ ップ

はア メ リカ で した 。そ

こで チ ョコ シ ロ ップの

原料の おはな しを しなが ら、カ カオの 産出国 のひ とつ 、 コー

トジボアールの写真をみんなで見ました。

「 貧 しい ！」「はだ し ！」「笑 って る ！」「壁 に穴？」、小 さい声

で「戦 争 ？」。子 どもたちは コー トジボワールの子 どもたち に

想いを はせ、 その子 達は チ ョコ レー トなん か食べ れない ど こ

ろか、長 期 にわた る内戦 によ って安心 して暮 らせ ない こと を

知りま した。

参加 してくれた子どもたちは終始熱心に参加 し、顔を紅潮

させて表現 していました。職員の方からも 「普段見られない

一面を見せていて、驚いた。大人になったときにこの体験が

伺力＼の形 で残 って くれた らいい。」 との感想 を頂き ま した。

ワー クシ ョップ を通 して子 ども た ち が新 しい知 識 と 出会

い、共 に考え感 じ合 うとき にほとば しり出る言葉 、その実感 。

ワー クシ ョップ はこれ らの大事 な 時間を共 有す るこ とがで き

ます 。子 どもた ちの輝 く顔を見 て いる と、 この ワー クの中 に

様々な子 どもの権利が一杯詰まっていることに気づきます。

知り、表現 し、 きちん と受 け止 め ても らえる こと、そ う した

体験が子どもたちの心に権利の種を育てるのだと実感します。

N C R C では今後も子どもの権利条約を子どもに届ける活動

を様々に展開 していきたいと考えています。皆様の応援を、

よろ しくお願 い します。 （運営委員 北 干 カロ枝）
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「 少年法改正問題を考える」レポー ト

子どもの権利条約ネッ トワーク主催で「少年法改正問題を

考える 一子どもの置かれている状況と権利条約から」が 2 月

2 8 日、早稲田大学で開催され、2 1名の参カロがあった。神戸

学院大学の佐々木光明さんを講師にむかえ、なぜ少年法の改

正が進められているのか、改正がどんな意味をもっているの

かを、詳 しく、わか りやす くお話 いただ き、子 ども がお かれ

ている状況、何が問題になっているのかを考える貴重な講座

となった。

まず、少年法改正の背景として挙げられたのは、

○日本の大きな枠組みとして、豊かさを維持するために旧来

の 日本のあり方を壊す 「わかりやすさ」への一連の構造改

革が進め られる中での司法制度改革であること。

○現在の社会的動きが 「わか りやすさ」を求め、逆か ら見れ

ば、わ か りにくい ことに対 して、社 会 は徐 々 に耐え る こと

を しな くな ってきて いる。

○少年法は、福祉、教育の側面を持ち合わせるため、司法制

度 と して はも っとも わか りにくいもの。

○理解 しがたく、インパク トのある少年事件に対 しての不安。

○子どもへの 「わからない」不安から、子どもの行動結果を

類型化 し、「その子の問題 （資質）」と してみる、「わかり

やすさ」への社会のニーズ。

そうして、2 0 0 0 年 の改正は、少年法の理念を大きく変え

ることにな った、と講師は指摘 している。改正の視点は、子

どもに焦点を当てられたものではなくて、社会の秩序の維持

のために、子どもへの刑事処分、罰のみを検討 し、「子ども

との関わりのあり方」である 「処遇」の問題は考え られてい

ない。少年の更生のために何が必要なのか、子 どもへの働き

かけ、子どものニーズの発見などに対 しての議論が起こらな

いまま、改正されている。これは、子どもが反省するための

刑罰ではなく、少年保護か ら厳罰化へ移行 してしまったとい

うこ とで ある。

2 0 0 7 年の改正では、子どもに対 しての監視的視線が強化

される。事件の事実のみを調べる警察官の調査権限が加わり、

福祉施設ではな く司法矯正機関である少年院への送致年齢が

引き下げられ、保護観察中の監視の目が強め られるなど。残

念なことに社会的構造的な子ども問題への関心が低く、子ど

もの総合的な観点からとらえる学問への不信感、専門家不信

が起こつてきている。保護司は保護観察中、更生のために信

頼関係を築きながら、子どもと関わる。監視的視点はこれに

相反するため、保護観察中の遵守事項違反に対する措置には、

当の保護司からの反対の声があがった。つま り、子どもとお

となの関わ り合いである処遇論が不十分で、これは「子 ども

の権利」と特に密接である。おとなが子 どもと関わ り合お う

とすることなしで、子どもの権利は守れない。

つい先 日の 2 月2 3 日に答申された第3 次改正案の「少年審

判への被害者参カロ」については、被害者側の 「事実を知 りた

い」「加 害者 が反 省 して いる か を矢口りた い」 とい う切 実な 願

いか ら出ているこの案であるが、 1 時 間足 らずの審判では、

この被害者側のニーズは必ずしもかなわないだろうというこ

と、また、少年の内省を促 し矯正 し、再犯を防止する、健全

育成という少年法の理念の具体化である少年審判で、被害者

の在廷を制度化するには、慎重に議論する必要があるだろう

と指摘。以前、佐々木ゼミのゼミ生によって少年審判の構成

劇を行った際に、少年役の学生が 「ごめんなさい、というタ

イミングがない。言いたくても言えない少年の気持ちがわか

つた。」との感想だったことを通 して、内省 と反省を促す少

年零判では、少年が気持ちを言いやすい状況、 “変わる一き

つか けをつ くることが大切 であ るとい うことがわ かる。

質疑応答では、少年院に見学に行 ってきたばかりの学生か

ら質問があった。そこで講師からは、少年院は非行少年の更

生施設であ り、そこでの処遇が、もっと社会に発信されてい

くことが重要 であ り、少 年院 だけ‾ごはな く、子 ども と関わ っ

ている人たちによ って、関わり合いのあり方が紹介・発信さ

れ、子どもの実像が社会に伝わるようにな っていくことが何

よりも大切であると提案。

少年法の改正の背景にある、子どものニーズヘの関心のな

さ、おとなの子どもへのかかわ り方の薄さを改善することに

より、少年法の理念である「少年の健全な育成を期し、非行

のある少年に対 して性格の矯正及び環境の調整に関する保護

処分を行う」という少年法第 1条に、社会全体が立ち返るこ

とを 目指 したい 。

最後に、子どもの権利条約ネッ トワーク代表の喜多明人か

らは、教育現場でのゼロ トレランスヘの傾斜と少年法の改正

の方向性が同じであること、社会全体が処分を厳 しく一律的

な厳罰化へと進んでしまっていることを指摘。このことを子

どもの権利条約か ら捉えなお して、これからも積極的に丁寧

に、各子 ども関係者 との情報交換の場や、学習の機会を提供

していきたいと挨拶。

（運営委員 岸畑 直

子どもの権利条約 第 91号・ 200 8年 3 月 15 日号
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「 子どもにふ士わしい世界 ＋5」
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【 場 所】 早稲田大学戸山キャンパス （文学部）3 9 号館6 F 第5・第6 会議室

【 日 時】 5 月 1 1 日（日） 13 ：0 0 － 16 ：3 0 ＊午前中 は、2 0 0 8 年度総会 を開きます。

【 内 容】 第 1部講演 ：「子どもにふさわ しい世界＋5 と 日本」

講師 ：平野裕二 （A R C 代表・子どもの権利条約ネッ トワーク運営委員）

第 2 部 ワー クシ ョップ ：ミニミニ・ アクシ ョンプラ ンづ くり

フ ァシ リテ一 夕ー ：安部芳 絵 （子どもの権利条約 ネ ッ トワー ク）

【 参加費】 おとな ：10 0 0 円（会員8 0 0 円）／ 18 歳未満 5 0 0 円（子ども・学生会員無料）

【 申 し込 み】当日参カロを受け付けますが、資料・会場などの準備があるので、

件名 に 「5 月 イベ ン ト申 し込み」 と明記 して、氏名 （ふ りがな ）

ください。 5 月 10 日 （士） 1 8 ：0 0 メ切 です。

T E L ＆FA X ：0 3 －3 7 2 4 －5 6 5 0 （月・木 曜 日1 2 ～ 1 7 時）

2 0 0 7 年 1 1月 2 0 日、国連子どもの権利条約は 1 8 歳を迎

えま した 。5 月 イベ ン トで は、 ひ とつの節 目を迎え た子 ども

の権利条約と共に、改めて日本の子どもたちの現実に向かい

合いた いと考え ています。

2 0 0 2 年 5 月にニ ューヨークで開催された国連子ども特別

総会では、成果文書と して「子どもにふさわ しい世界」が採

択され、具体的な目標が掲げられると共に国別行動計画を策

定す る こと が求 め られ ま した 。－ あ れ か ら5 年 、2 0 0 7 年

12 月 1 1 日－ 1 3 日 にか けて、子ども特別総会 の中間 レビュー

が行われ、「子どもにふさわしい世界＋5 」が宣言されました。

事前申し込みをお願いします。

・ T E L・ E －M a ilを・ご記 入の うえ 、お申 し込み

E メール ：info＠ nc「c ．jp

これを受けて、5 月 イベン ト第 1部 で は、世界の子 どもの

権利の状況を平野裕二さんに解説 していただきます。ところ

で、2 0 0 5 年 5 月現在、国別行動計画を策定完了または策定

中の国は、特別総会に参加 した先進3 5 力 国中2 1力 国ですが、

日本はそれに含まれていません。そこで、第2 部では「子 ど

もにふ さわ しい世界」 を実現 する ため のミニ ミニ・ ア クシ ョ

ンプ ランづ く りを ワー クシ ョップ形 式 で行 いま す。「子 ども

にふさ わ しい世 界」 に近づ くため の、 みなさ んの アイデ ィア

をお待ち しています ！
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＜ 編集後記＞ つい最近、私の勤める豊島区内で 「子どものまち」が開催された。これ

は、「子どもフェスタ」という、青少年養成リーダー連絡会が主催 し、豊島区からの助

成と地域の町会や商店街連合などの協賛をえて開催 している町方の催 しである。「子ど

もフ ェス タ」 と して は今 回で第4 回 とな ったが 、第 3 回か ら 「子 どもの まち」 をや りは

じめ、私も関わるようになった。昨年の第 3 回 は、「子どものまち」をやろうと決定 し

てから開催まで、余裕がなく、この指 とまれ ！で集まった数人の子どもたちと、紙幣づ

くり、看板づくりなどの準備をした。子どもが自治はできないが、なんとなく「子ども

のまち」っぼくなった。

それ じゃあ 、今 年 は子 どもが 「子 どもの まち」 を創 ろうと い うことにな り、小 6 か ら

高2 までの 1 0 名ほどで「子ども実行委員会」を開き、企画か らスター トした。まちの

なかに、どんな店や機能があ った らいいか、地域通貨の流通について、「憲法」の草案

などを考えていく中で、いつの問にか子どもたちに「わがまち意識」が芽生えていった。

考えさせられたのが、やる気がなさそうなのに、必ず実行委員会にくる子どもたちや、

釆ても話 し合いに参加せずゲームをしているのに、私の携帯に「次はいつ ？」とメール

してくる子どもたちの様子だ。最初は、やりたいのかやりた くないのかさえ、わからな

かった。「やりたくないのに無理にやらせているのかな ？」 と不安になることもあった。

でも、とにかく「この場に来る」 という意思を大事にしようと思 った。そんな視線で

見守っていると、彼らは、特に自分の意見を表明しようというわけでないが、何かをつ

くっていくことに、「関わ りたい」のだと気づいた。発言も多 く、元気いっぱいに活動

する子どもを、主体的な子 どもの像としてイメージ しがちだが、はた してそうだろう

か？彼らも「子どものまち」の一員で、打ち上げのカラオケボックスでは「また来年は、

もっと楽 しい子 どものまち に しよ う ！」 と笑 うの だ。
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